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1　ま　え　が　き

わが国の主要な冬作物である麦類の栽培は・昭和35～36

年を頂点として・社会的・経済的な背景から衰退しはじめ

このまま安楽死の一途をたどるかにみえたが．昭和50年前

後を底辺として再び作付面積が拡大しつつある。剰ヒ地方

における麦の栽培も．かつては畑地の栽培が主体であった

が，水田利用再編対勘こ伴って，主要な転換作物として転

換畑に作付されろようになった。栽培の方法もドリル播き・

全面全層播きなどの省力的機械化栽培が多くなり・特に安

定した需要のある′ト麦の栽培面積が増加してきた。これに

伴って．品種に対する要望も．前・後作の関係からの早生・

良質性に対する期待のほか，晩生でも安定多収な良質品種

の育成をという要望も高まっている。

今回報告する小麦系統剰ヒ143号は．昭和45年以来特性

検定試厳，生産力検定試験，奨励品種決定調査を通じて・

寒冷地各県への適否の検討が行われてきたが，ほほその諸

特性を明らかにすることができた。本系統は現在，福島県

でとくに有望視されているので，その育成経過並びに特性

の概要について報告する。

2　交配組合せと育種目標

この系統は，キタカミコムギと東北126号の交配から生

まれたものであり，キタカミコムギのもつ良質性・多収性

に，東北126号（後にハナガサコムギと命名）のもつ耐雪

性．赤さび病抵抗性を導入しようとして計画された組合せ

である。キタカミコムギは良質多収な品種ではあるが，耐

雪性がやや不充分であるため．多雪地帯におけろ栽培での

収量は安定せず年次間変動がやや大きい傾向がある。一万・

東北126号は耐雪性・赤さび病抵抗性共に強い品種である

ので．この両品種のもつ優れた形質の組合せから，東北地

方の多雪地帯に適した安定多収品種の育成を期待した0

3　育　成　経　過

交配は刺ヒ農業試験場において昭和40年度に行われ・以

乱常法の系統育種法により選抜・固定が図られ．育成が

進められた。F5世代からは．特性検定試験，生産力検定

試験，系統適応性検定試験に供試して検討した結果・成績

－71－

が良好であったので，昭和49年度のFo世代より，小麦東

北143号の系統名が付けられた。以後，剰ヒ・北陸各県の

農業．試験場における奨励品種決定調査に供試されて，地域

適応性が検討されてきた。この系統は中晩生で，耐雪性が

あり，短強梓で耐倒伏性が強く，機械化栽培に適応した安

定多収系統として注目され，現在，福島県会津地方を中心

として，東北地方の日本海側から北陸地方の中多雪地帯に

適応した系統として有望祝されていろ。昭和56年度の世代

はF川である。

4　特　　　　性

11）形態的特性

晩秋から早春にかけて彙身はやや広く．葉色は濃緑色で，

草性は葡萄している。生育は生育中期より極めて旺盛とな

り．彙幅が広く，葉身も長く，ワックスもやや多くなる。

梓長は極めて短く．ナンブコムギに比べておよそ20用も短

い。株はよく閉じて直立し，草状が良好である。悍質は強

軌でしなやかさがあり，極めて倒伏しにくい。徳は太くて

長く，樺色は淡黄色で，己があり．棒状の良棟である。1

穂粒数が多く，1穂拉重が重い椿重型の系統である。粒の

大きさは中位で，粒形はやや丸みがあり，粒質は粉状質で

粒色は淡赤色の豊満粒であろ。千粒重．β垂はアオバコム

ギより重いが．ナンブコムギより軽い。脱粒性はやや易で

あろ。

tZ）生態的特性

播性程度はⅤで，ナンブコムギと同程度の秋播型である0

出穂期・成熟期はアオバコムギに比較して5日ほど遅く・

キタカミコムギと同程度の中晩生系統である。耐雪性はナ

ンブコムギより弱いが．キタカミコムギよりはやや強い。

赤さび病，小麦縞いしゅく病にはやや強いが，凍上抵抗性，

うどんこ病．赤かび病にはやや弱い。穂発芽性はやや易で

ある。耐倒伏性は極めて強く，アオバコムギ，キタカミコ

ムギ，ハチマンコムギなどに比較してかなり強い。

5　収　霊　性

育成場所での生産力検定試験成績（昭49～昭56）ではナ

ンブコムギに比較して榛準栽培（101％），全面全層播栽

培（102％）のいずれでも大差はないが，福島県農試会津
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支場での奨励品種決定調査成概（胴49～胴56）ではアオバ　寒雪性の強いナンブコムギに比較しても条播栽培（124％）．

コムギに比較して条揺栽培（142％），広幅定層播（散播）　広幅定層播栽培（126％）のいずれでも多収であった。育成

栽培（159％）のいずれでも安定して多収を示している。耐　場所で行った桂の特性についての調査成績でも．小培段数

衰1　東北143号の生産力検定試験成績
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が多く（長徳），1小棒当たりの若拉致が多く（大穂），

上位の′ト穂でも署拉致が多い（棒状穂）ことから．棒重型

の優れた系統であることがうかがえる。消雪後の気温が温

暖で凍上書の少ない中多雪地帯で特に多収性が発揮される

ようであろ。

8　品　　　　賃

粒の大きさは中位で．千粒重，β重共にアオバコムギよ

り重いが，ナンブコムギよりは軽い。拉質は粉状質であり，

丸みのある豊満粒で外観の品質がよく．キタカミコムギと

同程度である。製粉特性では製粉歩留り．ミリングスコア

共にキタカミコムギと同程度であり，ナンブコムギにまさ

る。加工特性をナンブコムギと比較すると．B・］虻率が大

きく軟質的であり，蛋白含量はキタカミコムギよりも更に

少ない。粉色も白いので．めん用としての適性があると考

えられる。

7　適　応　地　帯

各地の試作成績や特性検定試験の成績から，この系統の

適応地帯は，東北地方の日本海側から北陸地方の中多雪地

帯で，消雪後の気温が温暖で凍上書の少ない地帯が適応地

帯と考えられる。特に福島県会津地方において多収であり，

しかも収量の年次変動が小さいことから，現在，最も有望

視されている。

この系統は，短強梓で極めて倒伏しにくく．耐雪性，耐

湿性，赤さび病抵抗性もやや強い植重型であろことから．

ドリル播き，全面全層播きなどの検械化省力多収栽培に好

適しており．多肥による増収効果が大きいと考えられる。

8　　ま　　と　　め

（1）小麦東北143号はキタカミコムギと東北126号の交

配により育成された系統である。

121短強梓で草状よく，有苦，白樺，棒状のごく太長良

種な穂重型系統である。

13）播性程度Ⅴの秋播型で，出穂・成熟はヰタカミコム

ギと同程度の中晩生系統である。

14）収量性はアオバコムギ，ナンブコムギにまさる，安

定多収系統である。

（5）短強梓で機械化省力多収栽培に好適している。

（6）福島県会津地方を中心とした東北地方の日本海側か

ら北陸地方の消雪後に温暖で凍上害の少い中多雪地帯で有

望視されている。


